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上にある日和山公園から市街地の被害状況を目にした。公園内におられた地元の方からは、

「神戸から来た」ということに対しては、ある親近感と「もっと早く来なければいけない

よ」という反応とがあったと思う。もちろん、その通りだと思う。とはいえ、個人的には、

別の調査、全戸約 200 軒の内１軒を残し、全壊の被害を受けた大船渡市赤崎地区の 2 月の

印象に比べ、むしろ山上から見た石巻の市街地の規模は大きく、まだ更地になっていない、

壊れた状態で残る住宅跡も多く、爪痕が生々しく感じられた部分があった。 

日和山公園からは、ひっきりなしにショベルカーが動く複数の瓦礫処理場や被災した、

石森章太郎記念館なども遠くに見えたが、筆者は、調査前にその写真的イメージをほとん

ど持たなかったために、多少とも漠然とした俯瞰的な最初の全体的印象が、後から市内を

移動する中では、水平レベルの視線で私たちの目の前に巨大な姿で、そして瓦礫処理場の

場合は、異臭とともに立ち現れ、限定されていくことになった。当然ながら、アスベスト

の飛散もそれらの被害の総体の一部なのであるが、このことは忘れられてはならないだろ

う。アスベストのリスクは見えも臭いもない。これは、阪神大震災の場合もその十数年後

に発症された方の中皮腫などの深刻な病状から見れば、とんでもない落差を感じざるをえ

ない事態である。震災のような自然災害と人間の生産活動の結果とが相俟って、長い時間

の末に、肺などに疾患を引き起こす公衆衛生の問題を引き起こす結果になるのである92。 

同じことは、石巻赤十字病院の矢内勝医師のレクチャーにも言える。土屋報告が触れて

いるように、矢内医師は、災害発生時からの病院の初期対応を説明された。冬の酷寒の津

波に流され、海水を飲み込んだりすることによる低体温症への処置の様子を思い浮かべる

ことは、筆者には衝撃的であったが、ヘドロに含まれる化学物質を原因とする呼吸器系の

症状・疾患も被災者の健康をむしばむ人工的要因として、アスベストのリスクと重ね合わ

せて考えるべき性質のものであると思う93。 

 

５．謝辞 

石巻市での調査に予算的支援をいただいた神戸大学および石巻市での調査にご協力いた

だいた以下の方々にこの場を借りてあらためて厚くお礼申し上げます。外山尚紀さん（NPO

法人東京労働安全衛生センター、環境省・厚生労働省東日本大震災アスベスト対策合同会

議委員、環境省中央環境審議会石綿飛散防止専門委員会委員）、矢内勝さん（石巻赤十字病

院呼吸器科内科部長）、永倉冬史さん（中皮腫・じん肺・アスベストセンター）、斎藤紀代

美・斎藤宏（浦和青年の家跡地利用を考える会）さん。ありがとうございました。また、

予算の関係で現地調査に参加を見あわせていただいたにもかかわらず、最後まで作業をお

手伝いしていただいた RA の八幡さくらさんにも感謝したいと思います。 

                                                  
92詳論できないが、放射線の問題がこれと構造的に類似していることは言うまでもない。 
93アスベスト問題と環境リスク論に関しては『倫理創成研究』（神戸大学リポジトリに収録、
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